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1. 目的

極東域のストームトラック活動は、気候平均とし

て晩秋と早春に極大を示す。真冬には偏西風が極

大 と な る に も 関 わ ら ず 極 小 と な る (Nakamura 

1992)。また、Nakamura et al. (2002)は冬季モン

スーンの弱い年には強い年に比べて真冬のストー

ムトラック活動が活発になる傾向にあることを示した。

萩本(2007)は春一番の発生日の年々変動は冬季

モンスーン活動と関連する西太平洋(WP)パターン

の年々変動と関連していることを示した。

本研究では、特徴的な季節進行を示す極東域に

おける冬季ストームトラック活動の、CMIP3 気候モ

デル中での再現性を調べることを目的とする。また

観測データから真冬のストームトラック活動と春一

番の発生日の年々変動の関係を調べ、将来気候に

おける春一番の発生日の将来変化を推定すること

を試みる。

2. 用いたデータと手法

春一番の発生日として、気象庁天気相談所が

web 上で公開している 1963 から 1999 年までの

関東地方での観測日を利用した。また、過去の観測

データとして 1959 から 1998 年までの ERA40 の

日平均再解析データを利用した。CMIP3 気候モデ

ルの再現性検証には現在気候ランの 1959 年から

1998 年までを用いた。現在気候と将来気候の比

較には、現在気候として 1982 年から 1998 年まで、

予測として A1B シナリオに基づく 2082 年から

2098 年までのデータを用いた。ストームトラック活

動の指標として、850hPa 気圧面上の 8 日間周期

以下の擾乱による南北渦熱輸送を用いた。、これを

極東域(東経 130 度-145 度)で東西平均した後、

その極大緯度での値を用いた。。

3. 結果

図 1 は ERA40 および CMIP3 各気候モデルの

極東域平均のストームトラック活動の気候平均冬

季季節進行を示す。観測では晩秋と早春に活動の

ピークがあり、真冬に極小が現れる。この季節進行

の再現性を評価するメトリックを定義し、これを元に

再現性の高かった 8 つのモデルを選び実線で示し

た。

図 2 は過去観測された春一番の発生が早かった年

と遅かった年をそれぞれ 10 年選び、それぞれで平

均した観測されたストームトラック活動である。春一

番の早かった年は、遅かった年に比べ真冬の極小

が弱くストームトラック活動が活発な傾向にあること

がわかる。また図に示さないが春一番の早い年はシ

ベリア高気圧及びアリューシャン低気圧が弱く、冬

季モンスーンが弱い傾向にあった。

図 3 は図 1 で示したメトリックの高いモデルを利

用して将来気候と現在気候のそれぞれのストームト

ラック活動の気候平均モデル間平均を求めたもの

である。将来気候において冬季のストームトラック活

動が活発化することが予測されている。この結果は

将来冬季モンスーンが弱くなるという先行研究

（Kimoto 2005; Hori and Ueda 2006）と整合

的である。

4. 議論

Nakamura and Sampe (2002)は真冬に極東

域での西風ジェットの極大が南下し、地表付近の

傾圧帯と離れてしまい、低気圧が発達しにくくなる

ことを、ストームトラック活動が真冬に極小となる原

因として指摘している。このため、気候モデル中のス

トームトラック活動の再現性は、西風ジェットと傾圧

帯、つまり海洋フロントの再現性に影響されることが

予想される。実際、再現性が下位の３つのモデルで

は、1、２月平均の西風ジェットの極大値が観測値よ

り小さく、地表の傾圧帯の緯度が北に離れる傾向に

あった。真冬の極小を持たないモデルは２つ程度で

あり、図 1 で他のモデルから大きく外れているもの



である。

5. まとめ

春一番の早い年には真冬のストームトラック活動

が活発になる傾向を観測データから示した。また現

在気候の再現性の良い気候モデルに基づきストー

ムトラック活動を予測すると、真冬のストームトラック

活動が活発化する傾向が見られた。以上から将来

の春一番の発生日は現在に比べて早くなると推定

される。なお本研究は Nishii et al. (2009)として

出版済みである。
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図１ ERA40(マーク付き線)と CMIP3 各気候モ
デル(マークなし線)の半旬平均気候平均の極東
域平均渦熱フラックス(Km/s)。太実線は特に再
現性の良かったモデルを示す。

図 2 図 1 と同様。ただし実線(点線)は春一番が
早かった(遅かった)１０年での ERA40 の平均。

図 3　図 1 と同様。ただし実線(点線)は将来(現
在)気候でのメトリックの高かった 8 つのモデル
間気候平均。


